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市の取り組みは全国的にも 
評価されています 
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地球高温化防止への取り組み  
■「地球温暖化」の名称変更要望書を国に提出 
　（平成２１年１月）          
　「温暖化」という言葉は、心地よく
過ごしやすい印象に感じられるため、
地球規模の危機感を認識できる名
称へ変更を求める要望書を岡村
市長から斉藤環境大臣（当時）へ
提出しました。 

　市では、平成21年度から「地球高
温化」の名称を使用しています。       

■川口市地球高温化対策活動支援金事業         
　太陽光発電などの新エネルギーシステムの設置や、雨水貯留槽
の設置などエコライフの実践に対し、支援しています。 

　（平成23年度までの累計）太陽光発電支援件数･･･978件     

■中小企業の環境規格認証取得を支援 
　環境に配慮した経営のための認証制度を取得する際の経費を支
援しています。 

　（平成２３年度までの累計）43件  
 

市の事務事業に関する取り組み   
■公共施設への再生可能エネルギーの導入         
　公共施設の新設に際し、太陽光発電
システムなどの再生可能エネルギーを
積極的に導入しています。 

　（平成23年度まで）11施設、116.28kW 
　また、雨水貯留槽やグリーンカーテンの設置も進めています。   

■環境に配慮した公用車の導入 
　ハイブリッド車(HV)や電気自動車(EV)を導入するとともに、公用
車の効率的な使用に努めています。 
　（平成23年度末現在）HV・EVの台数･･･19台         

■省エネの取り組み          
　照明は必要最低限とし、空調は、夏は28℃以上、冬は18℃以下の
設定温度の徹底に努めています。 

　（平成24年7～9月の電気使用量）22年比で18.4％削減         

■環境マネジメントシステムの導入          
　市の事務事業に対し、国際規格ISO14001に基づく「川口市環境
マネジメントシステム」を構築・運用し、地球環境の保全に努めて
います。 
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問い合わせ･･･環境総務課　蘂048-228-5376　薨048-228-5322 　Eメール　090.01012@city.kawaguchi.lg.jp

環境啓発・学習への取り組み 
■「エコライフＤＡＹ」の実施 
　年に１回、環境に配慮した生活をして、成果を二酸化炭素の削減
量というかたちで発表する取り組みで、認定ＮＰＯ法人川口市民
環境会議との協働事業で実施しています。 

　（平成24年度）参加者数…106,311人（人口の18.3％） 

■チャレンジ・エコライフ 
　エコライフＤＡＹの実践版として、各家庭において電気の使い方を
再確認してもらい節電に努め、その結果を報告してもらう取り組み
です。 

　（平成24年度）参加世帯数･･･760世帯（参加数2年連続県内1位）       

■かわぐち節電アクション！          
　効果的な節電に取り組む事業所を募集・公表し、市内事業者の
節電に生かしてもらう取り組みです。 

　（平成24年度）応募事業者数…37社          

■かわぐちマイ箸プロジェクト          
　市内で伐採され、これまで廃棄焼却していた木を市内の団体との
協働で加工販売しています。１セット1,200円です。      

■環境講演会・環境講座の開催          
　普段の生活に密着した「節電セミナー」などの講座や、「地球高温
化」や「エネルギー」などに関する講演会を開催しています。        

■かわぐち環境大学 
　世界的な問題から身近な問題まで、環境に関する知識をわかりや
すく学べる講座を開催しています。 

　（平成23年度）５回開催　延べ参加者数･･･232人          

■キッズＩＳＯ14000プログラム          
　小学５年生が各家庭で省エネやごみの減量化の入門編に２週間
取り組む国際的な環境プログラムです。 

　終了後、４週間本格的に取り組む初級編や、グループで１年間取
り組む中級編もあります。 
　（平成24年度）18校で実施　参加者数･･･1,678人   

■親と子の自然環境調査          
　環境問題に対して自主的に環境
保全活動ができるよう、小学生が
生態系の講師や親と年６回の自
然観察をします。 

　（平成23年度）参加者数･･･18組
のべ151人        

■環境啓発の拠点・リサイクルプラザを整備          
　ごみやリサイクルなどの環境問題について学ぶことができる施設と
して、小学3年生の社会科見学や一般の団体の見学も多く受け
入れています。 

　（平成23年度）施設見学者数・・・387団体・7,031人 

交通の環境負荷を減らすための取り組み 
■コミュニティバスの運行 
　自家用車より環境負荷の低い公共交通として運行しています。 

■カーシェアリング          
　車を、平日の昼間は公用車として使い、夜間や休日は市民のかた
が使用しています。 

　（平成24年度）川口駅東口で実施…4台        

■次世代車の導入    
　公用車に電気自動車、電動バイクなどを導入しており、電気自動
車については、市民のみなさんへ有料で貸し出しをしています。 

　　 
緑化推進への取り組み 
■緑地の保全         
　一定規模の緑地や樹木などを保存指定し、緑の保全に努めてい
ます。 
　（平成23年度末現在）保全緑地･･･31カ所・157,340裃� 
　保存樹木･･･246本　保存生け垣･･･43カ所・2,395ｍ         

■生け垣設置・屋上緑化補助事業 
　新たに生け垣の設置や屋上などの緑化をするかたに、補助金を
交付しています。 
　　 
まちの美化への取り組み 
■全市一斉クリーンタウン作戦 
　年に1回、市民と市が協力して市内全域を清掃しています。 
　（平成24年度）参加者数･･･15,070人、収集量･･･約19t 

■路上喫煙防止          
　「川口市路上喫煙の防止等に関する条例」を施行し、川口駅・西
川口駅・東川口駅周辺の３地区を喫煙禁止地区としています。          

　　 
ごみ減量化への取り組み 
■分別収集の実施           
　全国に先駆けて集団資源回収や資源物の分別収集を実施し、ご
みや資源物を適正に処理、再資源化しています。           

■リサイクル家具の販売、撤去自転車の再生           
　粗大ごみで出された再生可能な家具類を修理し市民へ販売して
います。保管期間を過ぎた撤去自転車を整備し、途上国へ譲与
したり市民に販売しています。 
　（平成23年度）海外譲与台数･･･350台         

■レジ袋の削減           
　「川口市レジ袋の大幅な削減に向けた取組の推進に関する条例」
を平成22年度から施行し、市民・事業者・市の協働による大幅な
レジ袋の削減に取り組んでいます。         

■一般廃棄物の再資源化          
　分別して出していただいた資源物(びん・かんなど11品目)を選別
処理し、売却または法に基づく指定法人へ引き渡しています。 

　（平成23年度）リサイクル率･･･23.8% 
　売却収入･･･372,162,460円         

■ごみ焼却施設の余熱有効利用 
　戸塚環境センターと朝日環境センターで、ごみ焼却による熱を利用
した発電と温水の利用をしています。 
　（平成23年度）売電収入･･･188,859,320円 


